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４
月
調
日
、
「
憲
法
施
行
花

周
年
県
民
の
つ
ど
い
」
（
２
０

２
３
憲
法
集
会
実
行
委
員
会

主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
「
戦
争

を
回
避
す
る
道
す
じ
」
と
題
し

て
、
前
川
喜
平
さ
ん
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
紹
介
で
、
文
科
省
宗

務
課
長
時
代
の
「
旧
統
一
教

会
」
名
称
変
更
許
可
問
題
、
文

科
省
事
務
次
官
（
事
務
方
の

鋭
く
戦
争
を
回
避
す
る
道
す

じ
を
語
っ
た
前
川
喜
平
さ
ん

憲
法
施
行
祁
周
年
県
民
の
つ
ど
い

一一

：
“

亜
ｒ
』

暑曳

霧悪譲

｜
ト
ッ
プ
）
時
代
の
加
計
学
園
グ
’

一
ル
ー
プ
の
岡
山
理
科
大
学
獣
一

一
医
学
部
新
設
計
画
を
め
ぐ
る
一

問
題
の
当
時
者
で
あ
っ
た
こ

一
と
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
そ
の
真
相
か
ら
講
演

が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
当
日
の
演

一
題
で
あ
る
「
戦
争
を
回
避
す
る

道
す
じ
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
↑

わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
ロ

シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
し
て
い

る
こ
と
は
日
本
が
戦
争
中
に

一
や
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
戦

争
で
犠
牲
に
な
る
の
は
弱
い

立
場
の
子
ど
も
や
市
民
で
あ

る
こ
と
、
１
９
２
８
年
の
不
戦

一
条
約
は
世
界
で
初
め
て
戦
争

一
を
違
法
と
し
（
第
二
次
世
界

｜
大
戦
は
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
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か
つ
た
が
）
そ
の
精
神
は
国
際

連
合
と
い
う
形
に
な
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
な
が

ら
も
平
和
を
追
求
し
続
け
て

い
る
こ
と
、
な
ど
の
歴
史
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
は
押
し
付
け
で

は
な
く
自
主
的
に
戦
争
の
反

省
の
上
に
立
っ
て
平
和
憲
法

を
制
定
し
た
の
で
あ
り
、
平
和

憲
法
の
改
悪
を
許
さ
ず
、
人

権
、
そ
し
て
平
和
的
生
存
権

を
保
障
し
、
最
大
の
人
権
侵

害
で
あ
る
戦
争
が
起
こ
り
え

な
い
社
会
を
創
造
し
、
そ
れ

を
国
際
社
会
に
広
げ
て
い
く

会
場
の
高
知
城
ホ
ー
ル
４

Ｆ
は
満
員
の
盛
況

F
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懲
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■

垂
盤
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露
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Ｊ
１
Ｉ

こ
と
こ
そ
「
戦
争
を
回
避
す
る

道
す
じ
」
で
あ
る
こ
と
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

平
和
憲
法
改
悪
を
許
さ
な

い
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
願

１
９
１
１
（
明
治
“
）
年
１

月
４
日
安
芸
郡
田
野
村
（
田

野
町
）
で
丑
古
、
栄
の
長
男
に

生
ま
れ
る
。

普
光
江
ら
と
文
化
運
動
に

取
り
組
み
。
１
９
３
５
（
昭
和

岨
）
年
頃
「
芸
東
文
学
」
を
発

行
、
小
説
を
書
い
た
。
愛
称
マ
ー

ジ
と
呼
ば
れ
た
。
（
さ
る
と
び

日
記
肥
よ
り
）

「
戦
旗
」
安
芸
支
局
責
任
者
。

☆
不
屈
に
生
き
た
土
佐
の
同
志
☆

南
太
平
洋
。
望
郷
の
念
切
々

公
文
雅
治

（
安
芸
郡
諏
野
諒
‐
翻
身
）

口
＆

◆

I
D
ヴ

’

い
や
具
体
的
取
り
組
み
が
、

今
日
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

（
熊
沢
美
郎
）

１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
４
月

詔
日
検
挙
さ
れ
第
一
次
治
安

維
持
法
事
件
で
６
月
４
日
起

訴
猶
予
処
分
と
な
る
。

１
９
３
５
（
昭
和
皿
）
年
全

農
全
日
派
田
野
支
部
を
結
成

し
、
小
作
争
議
に
勝
利
す
る
。

１
９
３
６
（
昭
和
、
）
年
、
人

民
戦
線
事
件
に
検
挙
さ
れ
懲

役
２
年
、
執
行
猶
予
５
年
の

判
決
を
受
け
る
。

１
９
４
２
（
昭
和
Ⅳ
）
年
８

月
調
日
東
部
一
三
Ｉ
ギ
ニ
ア
で

認
才
で
戦
死
。
普
光
江
茂
一

宛
の
検
閲
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ

た
は
が
き
に
は
「
南
平
洋
」
と

「
望
郷
の
念
切
々
」
の
９
文
字

だ
け
だ
っ
た
と
。

（
資
料
（
高
知
県
に
お
け
る
共

産
主
義
運
動
の
足
跡
）
（
さ
る

と
び
日
記
二

一
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た
鰡
蕊
蕊

こ
の
十
二
月
五
日
一
斉
検
挙
一
宿
毛
で
も
十
八
日
在
郷
軍
人
、

前
後
の
高
知
の
状
況
は
ど
う
な
っ
一
青
年
学
校
生
徒
五
百
余
名
を
総

蛭
川
霊
譜
篭
蕊
蟄
蕊
纈
蕊

繩
鮨
酸
謝
鰕
溌
鶉
塞
繊
蠅
陥
棚
洲
郵
弱
翻
を

堂
々
と
市
中
行
進
・
記
念
日
に

相
応
し
い
行
事
決
す
」
、
十
九
日

号
は
「
高
知
公
園
広
場
に
二
萬

相
応
し
い
行
事
決
す
」
、
十
九
日

州
事
変
記
念
日
」
の
見
出
し
を

か
か
げ
、
「
煙
幕
市
街
を
掩
ふ
中

村
の
記
念
模
擬
演
習
」
、
そ
し
て

一

号
は
「
高
知
公
園
広
場
に
二
萬
一

肌
謹
瀦
溌
鴻
鱸
一

故
猪
野
睦
氏
作
品

埋
も
れ
て
き
た
群
像
よ
り
一

高
知
の
人
民
戦
線
前
後
（
二
）
’

1

そ
し
て
満
州
事
変
五
周
年
を

記
念
し
て
大
々
的
に
お
こ
な
わ

れ
た
の
が
十
一
月
九
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
の
第
十
一
師
団
一

万
人
の
高
知
県
全
土
で
の
秋
季

演
習
だ
っ
た
。
十
二
日
号
以
下

の
見
出
し
に
は
「
今
ぞ
見
ゆ
四

州
の
精
鋭
三
軍
靴
土
佐
路
に
響

I馳鯉蟻

く
こ
大
川
を
挟
ん
だ

火
花
散
る
決
戦
三
壮

烈
斗
賀
野
峠
に
白

兵
戦
を
展
開
山
野

を
彩
る
十
字
砲
火
」

「
四
国
の
精
鋭
部
隊

一
香
長
平
野
に
会
戦

八
日
市
飛
行
隊
も

勇
躍
参
加
三
第
十
一

応
じ
て
近
代
戦

を
展
開
三
主
力

の
衝
突
夜
を
徹

し
て
囚
勤
闘
続
く
」

な
ど
が
お
ど
っ
た
。

大
規
模
な
実
戦

演
習
だ
っ
た
。

そ
し
て
十
一
月

二
十
二
日
号
は

屈
兇
エ
綜
合
演
習
」

を
報
じ
た
。
二
十

を
報
じ
た
。
二
十

一
日
か
ら
二

十
二
日
朝
に
か
け
て
高
知
市
を

中
心
に
燈
火
管
制
区
域
を
お
き
、

一
市
四
十
町
村
を
総
動
員
し
、
一

「
陸
軍
機
の
示
威
飛
行
を
敢
行
」
、
。

「
師
団
演
習
の
砲
声
、
銃
声
と
相

侯
っ
て
三
血
沸
き
肉
躍
る
の
軍
一

国
風
景
を
展
開
し
た
と
い
う
ふ

う
に
県
内
全
土
が
準
戦
時
体
制
一

に
の
め
り
こ
ま
さ
れ
て
い
っ
て
い

た
。
田
村
乙
彦
が
中
心
と
な
る
九

月
十
八
日
の
全
農
高
知
県
聯
第
一

五
回
大
会
が
開
か
れ
て
い
っ
た

の
は
こ
う
い
う
状
況
化
だ
っ
た
。
一

田
村
乙
彦
は
前
年
か
ら
宿
毛
小

作
争
議
に
か
か
わ
り
、
公
文
雅

治
も
田
野
で
小
作
争
議
を
勝
利

さ
せ
て
い
た
。
一
九
三
五
年
七

月
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
一

決
議
は
、
戦
争
放
火
者
、
ド
イ
ツ
、

へ
の
手
紙
」
が
だ
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
さ
れ
、
日

本
へ
五
月
に
送
ら
れ
て
き
た
。

高
知
で
毛
利
孟
夫
が
「
手
紙
」

を
み
た
の
は
八
月
す
ぎ
だ
っ
た
。

田
村
乙
彦
も
高
知
の
消
費
組
合

を
つ
う
じ
て
う
け
と
っ
た
。
高
知

へ
の
部
数
は
す
ぐ
な
か
っ
た
の
で

回
し
よ
み
を
し
た
・
十
二
月
五

日
の
一
斉
検
挙
の
と
き
、
こ
れ

が
押
収
さ
れ
物
的
証
拠
と
さ
れ

た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
示
に
よ

る
共
産
主
義
運
動
と
さ
れ
た
。

高
知
で
の
統
一
戦
線
運
動
は

「
手
紙
」
以
前
か
ら
さ
ぐ
ら
れ

「
無
産
戦
線
統
こ
が
す
す
ん

で
い
た
。

全
農
高
知
県
聯
大
会
の
す
こ

し
前
に
、
「
手
紙
」
が
き
て
、
当
然

み
る
こ
と
に
な
る
。
同
一
方
向

で
あ
り
竹
村
悌
三
郎
、
毛
利
孟

日
本
、
イ
タ
リ
ア
に
た

い
す
る
反
戦
統
一
戦
線

の
よ
び
か
け
だ
っ
た
。

毛
利
孟
夫
は
フ
ラ
ン
ス

の
文
献
を
独
学
で
訳

し
、
槙
村
浩
や
池
本
良

三
郎
ら
と
話
し
あ
っ
て

き
て
い
た
。
翌
三
六
年

二
月
、
岡
野
・
田
中
名

の
「
日
本
共
産
主
義
者

夫
、
旧
村
乙
彦
の
間
で
話
し
あ

い
が
お
こ
な
わ
れ
、
田
村
乙
彦

作
成
の
第
五
回
大
会
議
案
は
暗

黙
の
共
通
の
理
解
の
上
に
た
っ

て
作
ら
れ
、
人
民
戦
線
統
一
へ

む
け
て
い
く
方
針
が
つ
ら
ぬ
か

れ
た
。
大
会
案
で
は
「
高
知
県
全

無
産
戦
線
統
一
を
要
望
す
る
」

実
行
方
法
と
し
て
。
社
会
大

衆
党
と
の
協
力
を
積
極
的
に
強

化
す
る
。
二
全
農
、
社
大
党
、
勤

労
同
志
会
、
全
評
、
土
佐
農
民

組
合
の
大
同
を
要
望
す
る
」
を

あ
げ
た
。

議
案
は
承
認
さ
れ
た
が
、
そ
れ

を
支
え
る
状
況
は
な
く
な
っ
て

い
た
・
県
内
で
は
第
十
一
師
団

の
大
演
習
、
宿
毛
湾
を
中
心
と

す
る
大
々
的
な
大
聯
合
艦
隊
演

習
が
あ
り
、
戦
線
統
一
の
ひ
と
つ

に
あ
げ
た
土
佐
農
民
組
合
は
、

翌
年
四
月
、
組
合
長
大
石
大
の

代
議
士
当
選
と
と
も
に
東
方
会

下
部
団
体
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化

し
て
い
っ
た
。
十
二
月
五
日
の
人

民
戦
線
事
件
一
斉
検
挙
は
全
農

県
聯
を
直
撃
し
、
一
切
の
高
知

県
に
お
け
る
運
動
を
潰
滅
さ
せ

た
。
中
国
侵
略
戦
争
が
本
格
化

す
る
の
は
翌
年
七
月
か
ら
だ
っ

た
。

匡
一

；ｳ･理.識霜､認 1
一再命.ロ

；

白叱

６
１
◆
ｑ

ｌ
毎
、
食
鰯
員
脱
域
令
塞
竺

焚
鳶
知
盛
観

蕊１
，
町
九
囚
十

ヵ
脚
．
丸
４

重
印
畠
吟
脚
口
・

雪

マ

マ

Ｑ

■

召

畢

屯

鮮

ｗ
伽
Ⅷ
些
岬
陣
中
Ｊ

畢
街
講
演
官

町

I』．
ワ

シ?．
、
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一

壱
…
塁

審
み
な
「
獅
子
の
昊
臺
一

一

筆
者
は
、
「
高
知
市
民
劇
場
」

と
い
う
演
劇
鑑
賞
会
に
入
っ

て
い
る
。
こ
こ
の
会
員
に
な
る

と
、
２
か
月
に
一
度
、
東
京
か

ら
迎
え
た
劇
団
の
作
品
を
高

知
に
い
て
堪
能
で
き
る
。
そ
の

演
目
は
、
会
員
同
士
が
話
し

合
っ
て
決
め
て
お
り
、
反
戦
等

の
社
会
派
作
品
も
多
い
。
こ
の

高
知
市
民
劇
場
の
９
月
例
会

（
９
／
廻
夜
、
９
／
旧
昼
の
２

劇
団
東
演
「
獅
子
の
見
た
夢
」

の
公
演
よ
り

一

公
演
会
場
か
る
ぽ
－
と
）
に

戦
時
下
の
演
劇
人
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
が
や
っ
て
く
る
。
一

そ
れ
が
、
劇
団
東
演
『
獅
子
の
一

見
た
夢
』
だ
。
こ
の
作
品
は
、

堀
川
惠
子
氏
に
よ
る
『
戦
禍
に

生
き
た
演
劇
人
た
ち
演
出

家
・
八
田
元
夫
と
「
桜
隊
」
の

悲
劇
』
を
原
作
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
の
一
部

を
前
後
編
で
紹
介
し
た
い
。

原
作
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ

る
「
八
田
元
夫
」
と
は
、
戦
前
．

戦
後
に
活
躍
し
た
演
出
家
だ
。

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
花
開
い

た
「
新
劇
（
歌
舞
伎
等
の
伝
統

芸
能
と
は
一
線
を
画
す
近
代

的
な
演
劇
。
民
衆
の
思
想
性

が
反
映
さ
れ
て
い
る
作
品
も

多
か
っ
た
ピ
が
、
戦
前
の
暗
黒

政
治
に
躁
鯛
さ
れ
る
中
、
様
々

な
葛
藤
と
と
も
に
生
き
た
人

物
で
あ
る
。
原
作
は
、
１
９
７

６
年
に
没
し
た
八
田
の
遺
品

を
紐
解
く
所
か
ら
始
ま
る
。

そ
こ
に
は
、
時
代
に
翻
弄
さ
れ

’
近
代
演
劇
の
発
祥
は
、
１
９
｜

が
残
さ
れ
て
い
た
。

２
４
年
、
東
京
に
建
て
ら
れ
た

「
築
地
小
劇
場
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
こ
は
、
１
９
４
５
年

にた

伝演
え劇
る人

雲琶
歴の
史苦
の悩
教と
訓今

の
空
襲
で
焼
け
る
ま
で
名
作

や
名
優
を
数
多
く
生
み
出
し
、

新
劇
の
灯
を
と
も
し
続
け
た

場
所
だ
。
し
か
し
、
同
劇
場
開

設
の
翌
年
に
制

定
さ
れ
た
治
安

維
持
法
は
、
演
劇

界
に
も
抑
圧
の

手
を
伸
ば
す
よ

う
に
な
る
。
台
本

は
警
察
に
よ
っ
て

検
閲
さ
れ
、
政
府

に
都
合
の
悪
い
内

容
は
、
削
除
だ
け

で
な
く
上
演
そ
の

も
の
が
禁
止
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
１
９
２
８
一

年
に
は
共
産
党
関
係
者
１
６

０
０
人
が
一
斉
検
挙
さ
れ
る

「
三
・
一
五
事
件
」
も
起
こ
り
、

こ
う
し
た
中
で
演
劇
人
た
ち

の
間
に
も
対
立
や
分
裂
が
起
一
一

こ
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
１
９
３
２
年
の
「
五
・

律
は
共
産
主
義
者
の
取
り
締

ま
り
を
目
的
と
し
た
も
の
で

瀦
懸
鯖
震
舗
眺
一

篝
眺
誤
毒
豐
索
そ
れ
は
虚
偽
で
あ
つ
－

圧思
を想
受犯
けと
るし
こて
と本

差格
つ雲
迄弾

当
局
は
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
化
連
盟
（
コ
ッ
プ
）
の
活
動

は
治
安
維
持
法
違
反
で
あ
る
一

と
見
な
し
、
「
同
連
盟
の
も
と

で
演
劇
部
門
を
担
当
す
る
組

織
」
の
壊
滅
を
図
っ
た
。
演
劇

人
た
ち
の
逮
捕
は
日
常
的
に

な
り
、
舞
台
に
立
つ
最
中
に

連
行
さ
れ
た
事
例
も
あ
っ
た

と
い
う
。
治
安
維
持
法
成
立
一

当
時
、
司
法
大
臣
は
「
こ
の
法

律
は
共
産
主
義
者
の
取
り
締
一

演
劇
人
に
と
っ
て
「
冬
の
時

代
」
と
な
っ
た
こ
の
時
世
、
八

田
も
ま
た
、
逮
捕
さ
れ
勾
留

を
受
け
て
い
る
。
１
９
３
２
年
、

八
田
が
権
力
の
網
を
く
ぐ
っ

て
設
立
し
た
「
東
京
少
年
劇

団
」
の
公
演
が
、
翌
年
１
月
に

行
わ
れ
た
時
だ
。
そ
の
演
目

牢
ヤ
ラ
メ
ル
芸
術
」
は
、
負
傷

釈
放
さ
れ
た
八
田
と
入
れ
替

わ
る
よ
う
に
し
て
連
行
さ
れ

て
き
た
人
物
こ
そ
、
あ
の
小
林

多
喜
二
で
あ
る
。
多
喜
二
は
、

そ
の
２
日
後
、
過
酷
な
拷
問

で
命
を
奪
わ
れ
た
。
（
森
本
琢
磨
）

兵
士
を
労
ろ
う
と
の
名

目
で
製
菓
会
社
が
学
童

に
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
売
り

付
け
、
子
ど
も
た
ち
の

活
躍
で
そ
の
企
み
が
暴

露
さ
れ
る
と
い
う
内
容

で
あ
る
。
こ
れ
が
不
適

切
と
し
て
八
田
は
公
演

初
日
に
捕
縛
さ
れ
、
真

冬
の
中
、
築
地
署
に
１
ヶ

月
ほ
ど
留
置
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
２
月
胃
の
日
に
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安
岡
さ
ん
が
事
務
所
当
番
を
し
た
岡
田
ズ
を
書
き
込
ん
で
応

は
る
か
さ
ん
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
よ
り

援
す
る
心
を
伝
え
ま

○
女
性
部
の
広
場

お
祭
り
の
よ
う
だ
っ
た
選
挙
一

４
年
に
一
度
の
統
一
地
方

選
挙
。
県
議
選
と
市
議
選
を

合
わ
せ
る
と
、
約
一
ヶ
月
間
の

事
務
所
当
番
を
お
手
伝
い
し

ま
し
た
。
看
板
を
立
て
、
候
補

者
カ
ー
の
飾
り
付
け
、
運
行

表
を
作
っ
て
運
転
手
・
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
・
手
振
り
な
ど
要
員
の

手
配
を
し
な
が
ら
、
事
務
所

の
模
様
替
え
を
し
て
食
事
の

で
き
る
空
間
に
し
ま
す
。

昼
食
と
夕
食
を
、
後
援
会
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
炊
き

出
し
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
お
得
意

の
献
立
で
、
ち
ら
し
ず
し
・
炊

き
込
み
・
鯛
ソ
ー
メ
ン
・
酢
鶏
．

お
で
ん
・
牛
丼
・
マ
ー
ボ
ー
丼
．

中
華
丼
・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
、

毎
日
楽
し
み
な
食
事
に
加
え

て
、
赤
飯
・
か
つ
お
の
た
た
き
．

五
目
す
し
・
毎
大
福
・
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
・
レ
モ
ン
ケ
ー
キ
・
毎

ゼ
リ
ー
・
コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
な

ど
、
差
し
入
れ
も
た
く
さ
ん
で

「
選
挙
太
り
」
が
心
配
に
な
る

ほ
ど
で
し
た
。

事
務
所
は
食
事
を
す
る
だ

け
の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

電
話
か
け
・
ビ
ラ
折
り
・
後
援

会
ニ
ュ
ー
ス
の
準
備
な
ど
。
作

業
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
ぱ
い
に

広
げ
て
作
業
を
し
て
い
て
も
、

時
間
が
く
れ
ば
大
あ
わ
て
で

片
付
け
て
、
殺
風
景

な
事
務
所
の
ス
チ
ー

ル
机
で
の
食
事
に
少

し
で
も
彩
り
を
と
、
コ

ピ
ー
用
紙
に
切
り
絵

で
作
っ
た
花
束
を
貼
っ

た
「
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
」

に
毎
日
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

し
た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い

う
間
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

多
勢
の
仲
間
と
一
緒
で
、
毎

日
が
お
祭
り
の
よ
う
で
し
た
。

☆
署
名

（
個
人
）
５
６
６
筆

（
団
体
）
４
筆

☆
国
会
請
願

請
願
者
を
決
定
し
ま
し
た

が
本
人
都
合
で
参
加
で
き

ず
本
部
に
一
任
と
し
ま
す
。

☆
県
本
部
総
会

日
時
や
７
月
肥
日

陞
時
～
旧
時

場
所
》
草
の
家

☆
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

（
高
知
担
当
）

日
時
韮
９
月
９
日
～
９
月
、
日

場
所
一
高
知
城
ホ
ー
ル

詳
細
は
ブ
ロ
ッ
ク
打
ち
合
わ

せ
で
決
定

※
メ
ー
デ
ー
で
署
名
集
め
る

今
年
の
署
名
数
が
少
な
い
事

か
ら
幹
事
会
は
危
機
感
を
も

５
月
幹
事
会
報
告

収
穫
だ
っ
た
メ
ー
デ
ー
で
の
署
名
集
め

三
ｂ
月
幹
事
会

一
日
時
６
個
媚
旦

日
時
６
月
朽
日
（

今
は
肩
の
荷
が
降
り
て
ホ
ッ

と
し
た
よ
う
な
、
少
し
淋
し
い

よ
う
な
気
持
ち
で
す
。
４
年

後
に
ま
た
あ
の
忙
し
い
日
が

来
る
の
か
な
。
（
安
岡
静
子
）

ｉ
１
１

ち
メ
ー
デ
ー
で
署
名
を
集
め

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
以
前
は
連
合
メ
ー
デ
ー
、

県
労
連
メ
ー
デ
ー
に
出
か
け

少
な
く
な
い
筆
数
を
取
っ
て

き
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

期
待
を
持
っ
て
出
か
け
た
連

合
メ
ー
デ
ー
は
会
場
に
着
く

ま
で
に
小
雨
が
バ
ラ
バ
ラ
と
落

ち
、
開
始
か
ら
十
数
分
後
に

粒
の
大
き
い
雨
が
降
り
出
し

途
中
で
断
念
し
ま
し
た
。
１

日
は
県
労
連
の
メ
上
テ
ー
、
天

気
は
回
復
し
集
ま
っ
た
参
加

者
に
署
名
を
訴
え
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
会
員
の
５
筆
、
、
筆

木）

０
寺
～

１
８

場
所
平
和
資
料
館
・
草
の
家

統
一
地
方
選
後
半
は
少
し
残
一

念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
▼

「
ら
ん
ま
ん
」
効
果
で
賑
わ
っ
た

Ｇ
Ｗ
・
反
動
で
コ
ロ
ナ
が
…
（
Ｍ
）

○
編
集
後
記

と
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が

集
会
で
集
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
収
穫
で
し
た
。

引
き
続
き
会
員
の
皆
様
に

協
力
戴
き
署
名
の
目
標
達
成

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
年
の
国
会
請
願
要

請
行
動
は
５
月
肥
日
で
す
。

県
本
部
は
集
ま
っ
た
署
名
を

中
央
本
部
に
一
任
し
て
預
け

ま
す
。
会
員
の
皆
様
ご
協
力

有
難
璽
）
ざ
い
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
で
署
名
集
め

’
’

淫

5万


